




要約:  「障害児を育てながら働き続けている」いる母親に焦点をあて、障害児家族の当

事者ネットワークの志向性と独自性について検討した。示唆された課題は、アイデンティ

ティが未確立の段階でのアクセス可能性と、情報の当事者性の問題であった。


